
投票期間 令和６年７月１９日（金）から同年８月１８日（日）まで

投票資格 三重県内にお住いの満15歳（高校１年生に相当する年齢）以上の方
※ただし、三重県職員、三重県議会議員、法人及び暴力団関係者は投票できません。

投票回数 お一人あたり１回

投票しよう！
県民提案予算2025

【メールでの投票の場合】
①お名前、②ご住所・年齢、③お選びいただいたアイデア番号（３アイデアまでお選びください）
以上を記載のうえ、下記の送付先までメールを送信ください。
《送付先》
メールアドレス：zaisei@pref.mie.lg.jp（三重県総務部財政課予算班 宛て）

【お問い合わせ】
三重県総務部財政課予算班
Tel 059-224-2216 Fax 059-224-2125 メール zaisei@pref.mie.lg.jp
※応募の際に入力いただいた個人情報は、個人情報の保護に関する法律に基づいて適切に取り扱い、本事業に関連するご連絡及びご案内にのみ使用し、

その他の目的・用途で使用することはありません。
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予算
編成

▲

「県民提案予算」とは
県民の皆さんから公募したアイデアを選定の
うえ、今回行う投票の結果をふまえ、来年度の
予算に反映させる取組です。

投票はこちらから (LoGoフォームへリンク)

※１回の投票で、３つのアイデアまで選ぶことができます。

詳細は県HPをご覧ください
https://www.pref.mie.lg.jp/TOPICS/m0007900185.htm

公募（4/26～6/9)
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令和７年度県民提案予算 選定アイデア一覧

NO アイデア名 現状の課題 アイデアの概要

1
三重県に帰って
心穏やかに
安心して暮らそう

三重県の暮らしやすさや県内の立派な企業の存在が、
東京へ出ていく若者に伝わっていません。

三重県に戻る若者を増やし、人手不足の緩和にもつ
なげるため、三重県で働き、暮らしていく魅力をわ
かりやすく、いろいろな場所で伝えます。

2
県内の農林水産業
活性化のための
産物紹介

三重県内には品質の高い農林水産物やその加工品が多
くあります。消費者がそれらを手に取る機会を増やす
ことで、県の農林水産業の振興や地域の活性化につな
げることが求められています。

県内観光地の駅、小売店、イベント等において、三
重県の農林水産物やその加工品を扱うアンテナョッ
プ・コーナーを設置し、県産農林水産物の魅力発信
を図ります。

3

三重県の食材を使った、
新たなグルメを考案、
コンテスト開催
プロジェクト

三重が誇る農林水産物の活用を促進するため、県内の
ホテルやレストランと連携したメニュー開発やガスト
ロノミーツーリズムの推進など、食を核とした地域の
魅力づくりに取り組む必要があります。

県内の若手料理人を対象に、ガストロノミー料理コ
ンテストを開催し、県産食材の活用および地域食材
を活用したおもてなしの促進を図ります。

4
みえデジタル人材
育成プラン

人材確保対策として、生産性向上に向けたリスキリン
グによるデジタル人材の育成や、人口減少対策として、
女性の転出抑制に向けたジェンダーギャップの解消が
課題となっています。

県内のデジタル人材を育成するため、プログラミン
グ等、デジタルスキルアップをめざす講座等を実施
します。

5
ＳＮＳ型投資・
ロマンス詐欺被害防止
のための動画作成

三重県内におけるＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺被害は、
令和６年５月末現在で被害件数１２５件、被害金額
約１２億５６０万円に上り、すでに昨年１年間の被害
（被害件数１１２件、被害金額約１１億２，４９０万
円）を超える深刻な状況となっており、早急な対策が
求められます。

ＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺の被害を防止するため、
啓発動画を作成し、ＳＮＳ等の各種媒体を通じて、
県民の皆様にだましの手口を周知するための事業を
行います。

6
学生防犯ボランティア
団体支援

良好な治安を確保するためには、防犯ボランティア活
動の活性化が重要ですが、防犯ボランティアの構成員
が高齢化しているなか、若者の防犯ボランティアへの
参加が求められる現状となっています。

学生の防犯ボランティアへの参加促進、学生防犯ボ
ランティア団体の活発化、活動の促進を図り、学生
の情報発信力を生かした広報啓発が行えるよう、学
生防犯ボランティア団体を支援する事業を行います。

7
「交通社会に参加する
子どもたちを守る」
自転車対策

三重県内における自転車乗用中死傷者のヘルメット着
用率では中学生の着用率が６１．８％であるのに対し、
高校生の着用率は５．７％と著しく低い状況にあるほ
か、本年５月に成立した改正道路交通法において、
１６歳以上の自転車利用者に対する交通反則通告制度
（いわゆる青切符）の導入が予定されています。

子どもたちの自転車事故を防止するため、自転車安
全利用を促進する効果的な動画を作成するための事
業を行います。

8

知ってほしい！
性犯罪被害相談電話
＃８１０３
（ハートさん）

子どもの頃に受けた性被害の影響は、心身に深刻な傷
を残すため、幼いうちから自ら身を守る方法について
学ぶ機会が必要です。

性犯罪被害相談電話を周知するため、啓発キャラク
ターを用いて子どもに覚えてもらいやすい動画を配
信したり、親子が集まるイベント等で広報啓発を行
います。

9
多様性の中で活躍出来
るリーダー育成プロ
ジェクト

県内の外国人労働者は増加しており、異なる言語や習
慣を持った人たちと協働して仕事を進める力の育成が
求められています。

県内の高校生が、加速する多様な世界で活躍できる
よう、三重県で働く外国人労働者が多い国や県内で
多様性をテーマにした研修等を実施し、グローバル
な視点や共存の意識を芽生えさせる事業を行います。

10
学校での性暴力を防ぐ
ために知識と想像力を
育てる

全国的にみて教職員によるわいせつ行為等の事案が発
生している状況があるなか、校内における性被害を防
止する必要があります。

学校内における性暴力を防止し、性暴力被害者への
理解を深めるため、被害者の視点に立った性暴力防
止のためのオンデマンド教材を作成します。


